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令
和
５
年
２
月
１
日
か
ら
３
年
間
が

任
期
の
農
業
委
員
14
名
の
任
命
の
同
意

が
さ
れ
ま
し
た
。

全
員
賛
成
で
可
決

　

事
務
所
の
所
在
地
を
長
野
市
か
ら
東

御
市
へ
移
す
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

全
員
賛
成
で
可
決

　

令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら
南
佐
久
環

境
衛
生
組
合
が
佐
久
環
境
衛
生
組
合
に

名
称
が
変
わ
る
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

全
員
賛
成
で
可
決

　

本
間
村
上
団
地
造
成
地
内
に
あ
る
字

界
を
変
更
す
る
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

全
員
賛
成
で
可
決

　

個
人
情
報
保
護
法
に
基
づ
く
運
用
が

令
和
５
年
４
月
１
日
に
施
行
さ
れ
る
こ

こんなことが決まりました
　
令
和
４
年
第
４
回
小
海
町
議
会
定
例
会
が
12
月
１
日
か
ら
16
日
ま
で
16
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
人
事
案
１
件
、
規
約
変
更
案
２
件
、
事
件
議
案
１
件
、
条
例
改
正
案
８
件
、
補
正
予
算
案
４
件
、
陳
情
３
件
、
追
加
議
案

と
し
て
発
議
２
件
、
事
件
議
案
１
件
の
合
計
22
件
で
審
議
が
行
わ
れ
、
陳
情
１
件
を
除
き
、
す
べ
て
の
案
件
が
可
決
・
同
意

さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
で
は
、
７
名
の
議
員
に
よ
り
行
わ
れ
、
町
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

　
ま
た
令
和
４
年
第
４
回
小
海
町
議
会
臨
時
会
が
11
月
18
日
に
開
催
さ
れ
、
補
正
予
算
案
１
件
が
審
議
さ
れ
、
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

令和４年度一般会計補正予算（第６号）賛成多数で可決

令和４年度一般会計補正予算（第５号）全員賛成で可決

令和４年度特別会計補正予算（第１号）全員賛成で可決

１億365万円を増額補正　総額50億3,865万円

6,319万円を追加補正　総額49億3,500万円

令和４年第４回臨時会

介護保険事業特別会計（第３号）	  11万円追加補正   　総額7億3,746万円
後期高齢者医療特別会計（第１号）	 321万円減額補正　　　総額 7,837万円
水道事業会計（第１号）	 4万円減額補正　　　総額 9,151万円

【歳出の主なもの】
●公有財産購入費（JR土地購入等）	 	
	 3,500万円
●村上団地舗装工事等	 2,400万円
●自立支援給付費	 1,542万円
●農村地域防災減災事業	 637万円
●県有林受託事業費	 697万円
●住宅リフォーム助成事業	 300万円
●店舗新築等助成事業	 450万円

【歳出の主なもの】
●プロ野球ドラフト指名応援関係	 54万円
●国・臨時特別給付金事業	 2,834万円
●県・生活困窮世帯緊急支援事業	 941万円
●物価高騰対策子育て世帯支援事業	 310万円
●子育て応援クーポン支給事業	 180万円
●農業資材等価格高騰対策支援事業	 2,000万円

【財源の主なもの】
●地方消費税交付金	 500万円
●地方交付税	 907万円
●国庫支出金	 1,055万円
●県支出金	 585万円
●基金繰入金	 6,000万円
●諸収入	 1,108万円

【財源の主なもの】
●国庫支出金	 4,834万円

人
事
案

規
約
改
正

事
件
議
決

条
例
改
正

小
海
町
農
業
委
員
会
の
委
員
の
任

命
同
意
に
つ
い
て

東
北
信
市
町
村
交
通
災
害
共
済
事

務
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

南
佐
久
環
境
衛
生
組
合
規
約
の
変

更
に
つ
い
て

字
の
区
域
の
変
更
に
つ
い
て

小
海
町
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す

る
法
律
施
行
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
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（
追
加
議
案
）

公
用
車
１
台

取
得
金
額　

７
，
２
５
２
，
９
６
９
円

Ｔ
ｅ
ｓ
ｌ
ａ　

Ｍ
ｏ
ｔ
ｏ
ｒ
ｓ　

Ｊ
ａ

ｐ
ａ
ｎ　

合
同
会
社

　
　
　
　
　
　
　
　

全
員
賛
成
で
可
決

　

人
事
院
勧
告
及
び
特
別
職
報
酬
等
審

議
会
の
答
申
に
伴
い
、
令
和
４
年
12
月

期
の
期
末
手
当
を
０
・
０
５
月
分
引
き

上
げ
、
令
和
５
年
６
月
と
12
月
の
期
末

手
当
を
均
等
に
す
る
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

全
員
賛
成
で
可
決

　

人
事
院
勧
告
に
伴
い
、
令
和
４
年
12

月
期
の
期
末
手
当
を
０
・
１
月
分
引
き

上
げ
、
令
和
５
年
６
月
と
12
月
の
期
末

手
当
を
均
等
に
す
る
も
の
と
若
年
層
の

給
料
表
を
改
定
す
る
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

全
員
賛
成
で
可
決

　

全
員
賛
成
で
採
択
し
、
関
係
大
臣
に

意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

全
員
賛
成
で
採
択
し
、
関
係
大
臣
に

意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

と
か
ら
条
例
を
整
備
す
る
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

全
員
賛
成
で
可
決

　

個
人
情
報
保
護
法
に
よ
り
個
人
情
報

保
護
審
査
会
の
規
定
を
整
備
す
る
も
の

で
す
。　
　
　
　
　

賛
成
多
数
で
可
決

　

定
年
延
長
さ
れ
た
管
理
監
督
職
の
者

に
対
し
降
任
に
よ
り
降
格
す
る
こ
と
等

を
定
め
た
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

全
員
賛
成
で
可
決

　

主
な
内
容
と
し
て
職
員
の
定
年
を
60

歳
か
ら
65
歳
に
引
き
上
げ
る
も
の
で

す
。　
　
　
　
　
　

全
員
賛
成
で
可
決

　

地
方
公
務
員
法
の
改
正
に
よ
る
も
の

で
す
。　
　
　
　
　

全
員
賛
成
で
可
決

　

人
事
院
勧
告
及
び
特
別
職
報
酬
等
審

議
会
の
答
申
に
伴
い
、
令
和
４
年
12
月

期
の
期
末
手
当
を
０
・
０
５
月
分
引
き

上
げ
、
令
和
５
年
６
月
と
12
月
の
期
末

手
当
を
均
等
に
す
る
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

全
員
賛
成
で
可
決

12月議会第４回定例会で

議
員
発
議

契
約
議
決

安
全
・
安
心
の
医
療
・
介
護
実
現

の
た
め
人
員
増
と
処
遇
改
善
を
求

め
る
意
見
書

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

第
９
期
介
護
保
険
制
度
改
正
に
関

す
る
意
見
書

特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
者
の
給

与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

地
方
公
務
員
法
の
一
部
改
正
に
伴
う

関
係
条
例
等
の
整
備
に
関
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

議
会
の
議
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

職
員
の
降
給
に
関
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

陳　
　
　
情

●
安
全
・
安
心
の
医
療
・
介
護
実
現

の
た
め
人
員
増
と
処
遇
改
善
を
求
め

る
陳
情
書

　

長
野
県
医
療
労
働
組
合
連
合
会

　
　
　

執
行
委
員
長　

小
林　

吟
子

全
員
賛
成
で
採
択

●
最
低
制
限
価
格
の
設
定
に
関
す
る

陳
情
書

　

陳
情
者　

一
般
社
団
法
人
長
野
県　

　
　
　
　
　

建
築
士
事
務
所
協
会

　
　
　
　
　

会
長　

土
屋　

長
命

　
　
　
　
　

一
般
社
団
法
人
長
野
県

　
　
　
　
　

建
築
士
事
務
所
協
会

　
　
　
　
　

佐
久
支
部
長　

甘
利　

享
一

継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

●
要
介
護
１
、
２
の
人
の
生
活
援
助

等
の
介
護
保
険
給
付
を
市
町
村
の
総

合
事
業
に
移
行
す
る
こ
と
等
に
つ
い

て
の
意
見
書
提
出
に
関
す
る
陳
情
書

　

陳
情
者　

公
益
社
団
法
人
認
知
症

　
　
　
　
　

の
人
と
家
族
の
会

　
　
　
　
　

代
表
理
事　

鈴
木　

森
夫

全
員
賛
成
で
採
択

第４回定例会で賛否が分かれた議案

（議員氏名）

（議案名簿）

黒
澤　

敦
史

鷹
野　

文
則

篠
原　

哲
雄

井
出　

和
人

渡
邊　

晃
子

的
埜
美
香
子

井
出　

幸
実

品
田　

宗
久

小
池　

捨
吉

篠
原　

伸
男

篠
原　

義
從

有
坂　

辰
六

議案第38号　小海町公文書公開・個人
情報保護審査会条例の制定

〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 議　

長　

職議案第45号　令和４年度小海町一般会
計補正予算（第６号）

〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇

（〇は賛成　×は反対）

小
海
町
公
文
書
公
開
・
個
人
情
報
保

護
審
査
会
条
例
の
制
定
に
つ
い
て



南
佐
久
環
境
衛
生
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）
関
係

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
作
成
で
カ
ー
ド
ケ
ー

ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
い
う
こ
と
だ
が
、
国
か
ら
の

例
が
あ
っ
て
な
の
か
？

Q

A

今
の
分
担
金
と
変
わ
ら
な
い
の
か
？

QA
佐
久
平
環
境
衛
生
組
合
へ
委
託
期
間
は
均
等

割
10
％
、
人
口
割
10
％
、
処
理
量
割
80
％
で

新
し
く
し
尿
処
理
施
設
が
で
き
る
令
和
９
年

度
以
降
は
均
等
割
３
％
、
処
理
量
割
97
％
に

な
り
ま
す
。

60
歳
以
降
給
料
が
60
歳
の
時
の
７
割
に
な

る
と
い
う
こ
と
は
退
職
金
は
減
る
の
か
？

QA
都
市
部
は
地
域
手
当
な
ど
の
加
算
が
あ
り
ま

す
。
地
方
公
務
員
法
の
改
正
に
沿
っ
た
形
で

進
め
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

定
年
延
長
に
よ
り
職
員
数
が
増
え
る

と
思
う
が
新
規
採
用
は
？

QA
職
員
定
数
を
見
な
が
ら
、
退
職
者
の
補
充
を

行
っ
て
い
き
、
組
織
の
新
陳
代
謝
を
促
し
て

い
く
つ
も
り
で
す
。

い
ろ
い
ろ
な
自
治
体
で
工
夫
が
さ
れ
て
お
り

ま
し
て
、
職
員
が
発
案
し
ま
し
た
。

公
民
館
報
に
出
て
い
た
50
万
円
の
寄

付
で
す
が
、
一
般
寄
付
と
い
う
扱
い

で
い
い
の
か
？

QA
強
い
意
向
が
あ
っ
て
何
か
使
っ
て
も
ら
い
た

い
と
い
う
場
合
は
指
定
寄
付
に
な
り
ま
す
が
、

今
回
は
何
か
役
立
て
も
ら
え
れ
ば
と
い
う
こ

と
で
し
た
の
で
、
一
般
寄
付
と
い
う
扱
い
で

保
育
園
で
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

購
入
す
る
電
気
自
動
車
の
メ
ー
カ
ー
の

代
理
店
が
な
い
よ
う
だ
が
、
修
理
な
ど
の

対
応
は
ど
う
な
る
の
か
？

QA
全
国
に
サ
ー
ビ
ス
マ
ン
が
お
り
、
対
応
し
て

い
た
だ
け
ま
す
。

自
治
体
Ｄ
Ｘ
推
進
事
業
の
自
治
体
シ
ス
テ
ム

標
準
化
・
共
通
化
の
予
算
が
皆
減
に
な
っ
た

が
、
予
算
を
組
む
時
の
手
続
き
は
ど
う
だ
っ
た

の
か
？

QA
外
字
の
部
分
で
国
の
仕
様
が
変
わ
り
、
来
年

度
対
応
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

本
間
村
上
団
地
造
成
工
事
の
予
算
で
な

ぜ
当
初
に
舗
装
工
事
の
分
が
入
っ
て
い
な

か
っ
た
の
か
？

QA
当
初
工
事
の
予
算
を
２
億
１
千
万
で
予
定
し

て
お
り
ま
し
た
が
、
開
発
行
為
の
許
可
の
関

係
で
平
均
30
㎝
地
盤
を
上
げ
な
く
て
は
な
ら

な
く
な
り
ま
し
た
。
財
源
に
交
付
金
が
３
，

０
０
０
万
円
あ
り
、
繰
越
が
認
め
ら
れ
な
い

も
の
で
す
の
で
、
冬
場
の
気
候
に
左
右
さ
れ

る
舗
装
工
事
は
別
工
事
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

な
ぜ
こ
の
時
期
に
児
童
図
書
購
入
な

の
か
？

QA
寄
付
金
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
そ
の
お
金
で

購
入
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

職
員
の
降
格
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

条
例
に
あ
る
全
体
評
語
と
は
？

QA
評
価
の
結
果
を
表
す
言
葉
で
評
価
の
結
果
を

ラ
ン
ク
づ
け
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

人
事
評
価
は
行
っ
て
い
る
か
？

QA
年
度
初
め
の
５
月
、
６
月
頃
に
そ
れ
ぞ
れ
の

職
員
が
そ
の
年
の
自
分
の
目
標
を
立
て
、
年

度
末
に
上
司
が
評
価
し
、
任
命
権
者
へ
報
告

し
て
い
ま
す
。

５
級
と
は
ど
の
役
職
ク
ラ
ス
に
な
る
の
か
？

QA
課
長
補
佐
ま
た
参
事
と
い
う
位
置
づ
け
で
す
。

電
気
自
動
車
の
使
用
目
的
は
？

QA
来
町
者
な
ど
の
町
内
案
内
時
な
ど
に
使
用
し

ま
す
。

追

加

議

案

小海町議会だより　№162 4

議案質疑

一 般 質 問

７名の議員が町政を問いました

●ご不明な点は議員にお尋ねください。また正式な記録は　　　　　　　　　　
　町ホームページにある会議録でご覧ください。

●町のホームページで音声データを聴くことができますの　　　　　　　　　　
　で是非お聴きください。

音声配信QRコード

〇一般質問とは
　定例会において、議員が町の施策の状況や方針などについて、報告、説明
を求めたり質問することをいいます。

6ページ　新年度予算に向け、審議会の在り方は ……………… 的埜美香子

7ページ　担当職員が変わっても、継続をしっかりと ………… 篠原　義從

8ページ　特定空き家の行政代執行適用に町長の考えは ……… 篠原　哲雄

9ページ　帯状疱疹予防にワクチン接種対策を ………………… 鷹野　文則

10ページ　誰もが集い子供達の感性が育まれる駅前に ………… 品田　宗久

11ページ　町長個人面談は相談体制と捉えておられるか ……… 渡邊　晃子

12ページ　乳幼児へのワクチン接種に関して …………………… 黒澤　敦史
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一 般 質 問

７名の議員が町政を問いました

●ご不明な点は議員にお尋ねください。また正式な記録は　　　　　　　　　　
　町ホームページにある会議録でご覧ください。

●町のホームページで音声データを聴くことができますの　　　　　　　　　　
　で是非お聴きください。

音声配信QRコード

〇一般質問とは
　定例会において、議員が町の施策の状況や方針などについて、報告、説明
を求めたり質問することをいいます。

6ページ　新年度予算に向け、審議会の在り方は ……………… 的埜美香子

7ページ　担当職員が変わっても、継続をしっかりと ………… 篠原　義從

8ページ　特定空き家の行政代執行適用に町長の考えは ……… 篠原　哲雄

9ページ　帯状疱疹予防にワクチン接種対策を ………………… 鷹野　文則

10ページ　誰もが集い子供達の感性が育まれる駅前に ………… 品田　宗久

11ページ　町長個人面談は相談体制と捉えておられるか ……… 渡邊　晃子

12ページ　乳幼児へのワクチン接種に関して …………………… 黒澤　敦史
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く
、
審
議
内
容
も
町
か
ら
の
提
案

を
受
け
、
承
認
と
い
う
形
が
ほ
と

ん
ど
。
審
議
会
の
在
り
方
を
ど
う

考
え
る
か
。

　
　
　

委
員
さ
ん
は
必
ず
お
考
え

を
持
っ
て
来
て
い
た
だ
い
て
お
り
、

た
ま
た
ま
町
の
考
え
と
合
っ
て
い

る
。
中
身
の
議
論
に
つ
い
て
は
再

論
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
審

議
会
の
重
要
性
は
大
変
重
き
も
の

で
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　

ま
ち
づ
く
り
に
関
心

を
持
っ
て
い
る
方
、
ア
イ
デ
ア
を

持
っ
て
い
る
方
、
た
く
さ
ん
い
ま

す
。
多
く
の
町
民
が
参
加
で
き
る

仕
組
み
を
作
り
、
町
民
参
加
型
の

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
た
だ
き

た
い
。

　
　

物
価
高
、
原
油
価
格
の
高
騰

は
し
ば
ら
く
続
き
そ
う
で
す
。
こ

の
間
、
国
か
ら
の
臨
時
交
付
金
も

あ
り
、
町
と
し
て
も
様
々
な
支
援

策
を
講
じ
て
き
て
い
る
が
、
事
業

者
に
対
し
て
も
う
少
し
き
め
細
か

い
直
接
支
援
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　

一
自
治
体
と
し

て
大
き
な
施
策
は
難
し
い
で
す
が
、

経
営
相
談
や
運
転
資
金
や
融
資
制

度
の
案
内
は
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　

個
々
の
事
業
者
の
実

態
を
し
っ
か
り
と
つ
か
ん
で
い
た

だ
き
た
い
。

　

そ
の
他
、
介
護
保
険
に
つ
い
て

と
補
聴
器
の
補
助
制
度
の
新
設
を

質
問
を
し
ま
し
た
。

問

答

的埜　美香子議員

産
業
建
設
課
長

　
　

町
長
２
期
目
２
年
目
の
令
和

５
年
度
の
重
点
事
業
は
？

　
　
　

長
期
振
興
計
画
の
実
施
計

画
に
よ
り
、
町
民
の
要
望
を
反
映

し
、
住
民
の
福
祉
の
増
進
に
、
最

小
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
あ
げ

る
事
を
基
本
に
、
障
が
い
者
が
安

心
し
て
こ
の
地
域
で
生
涯
暮
ら
せ

る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
整
備
、
温

泉
へ
の
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
の

設
置
、
村
上
団
地
の
緑
地
公
園
整

備
、
町
営
バ
ス
デ
マ
ン
ド
化
の
試

験
運
行
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
、

そ
し
て
コ
ロ
ナ
、
物
価
上
昇
対
策

で
す
。

　

　
　

そ
の
中
身
に
町
民
の
意
見
が

ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ
、
合
意
さ

れ
て
き
て
い
る
か
。
ど
の
よ
う
な

プ
ロ
セ
ス
が
図
ら
れ
て
い
る
か
。

　
　
　

各
種
審
議
会
、
民
生
委
員
、

区
長
の
皆
様
を
通
じ
て
幅
広
く
、

積
極
的
に
物
事
を
聞
き
、
是
非
を

問
う
。
と
い
う
基
本
に
則
り
、
す

べ
て
の
事
を
進
め
て
い
き
た
い
と

い
う
考
え
で
す
。

　
　

各
種
委
員
会
や
審
議
会
が
多

く
の
町
民
の
意
見
が
反
映
さ
れ
て

い
る
場
に
な
っ
て
い
る
か
。
団
体

役
員
が
充
て
職
で
い
く
つ
も
の
審

議
会
を
受
け
持
っ
て
い
る
方
も
多

新年度予算に向け、審議会の在り方は

町長　広くご意見を拝聴し進める審議会は重要です

問

問問

町
長

町
長

的
埜
議
員

的
埜
議
員

町
長

問
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問

答

担当職員が変わっても、継続をしっかりと

町長　引継ぎ継続には、しっかり取り組みます

篠原　義從議員

　
　

新
海
誠
監
督
を
町
を
挙
げ
て

し
っ
か
り
支
援
、
応
援
し
、
町
の

活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と

の
話
で
し
た
が
、
そ
の
話
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
、
動
き
が
見
え

な
い
が
、
今
の
状
況
を
お
聞
き
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

新
海
監
督
の
所
属
事

務
所
か
ら
多
く
の
関
係
資
料
を
寄

贈
し
て
頂
き
美
術
館
に
お
い
て
展

覧
会
を
開
く
な
ど
色
々
な
形
で
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

現
在
、
公
開
さ
れ
て
い
る
「
す
ず

め
の
戸
締
り
」
に
つ
き
ま
し
て
も

新
海
監
督
の
所
属
事
務
所
と
掲
載

の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
今
調
整
し
て
お

り
、
し
っ
か
り
と
応
援
し
て
い
き

た
い
と
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。　

　
　

昔
か
ら
よ
く
耳
に
し
た
言
葉

で
す
け
れ
ど
も
、
新
し
い
事
業
を

始
め
て
も
人
事
異
動
が
あ
り
、
担

当
者
が
変
わ
る
と
そ
こ
で
話
が
途

切
れ
、
前
の
話
が
継
続
し
て
い
か

な
い
、
こ
う
い
っ
た
事
例
が
あ
る

よ
う
で
す
が
。

　
　
　

小
海
町
に
と
っ
て
新
海
誠

監
督
は
宝
物
で
す
。
手
の
届
か
な

い
所
に
行
き
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、

町
の
宝
物
で
す
の
で
、
こ
れ
か
ら

も
出
来
る
範
囲
で
の
応
援
は
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
担
当
者

の
引
継
ぎ
は
し
っ
か
り
取
り
組
ん

で
い
る
つ
も
り
で
す
が
、
事
業
の

継
続
、
引
継
ぎ
等
に
関
し
ま
し
て

は
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
ご
指
摘
等
あ

り
ま
し
た
ら
、
言
っ
て
頂
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

町
が
馬
流
で
取
得
し

た
土
地
の
利
用
目
的
に
つ
い
て
私

の
考
え
を
述
べ
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

私
は
老
朽
化
し
た
馬

流
公
民
館
の
建
て
替

え
を
し
た
ら
と
考
え

ま
す
。
総
二
階
で
あ

り
ま
す
公
民
館
は
高

齢
者
に
は
昇
り
降
り

が
大
変
で
す
。
ま
た

区
民
に
よ
る
公
民
館

の
清
掃
、
高
齢
者
に

と
っ
て
大
き
な
公
民

館
は
大
変
で
す
。
ト

イ
レ
等
設
備
の
修
理

を
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
そ
し
て
馬

流
公
民
館
に
は
駐
車

場
が
あ
り
ま
せ
ん
。

駐
車
場
の
確
保
が
必

要
で
す
。
外
構
工
事

を
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
頂
き
、

寂
れ
た
馬
流
商
店
街
の
オ
ア
シ
ス

と
な
る
よ
う
お
願
い
で
き
れ
ば
と

考
え
ま
す
。

　
　
　
　
　

公
民
館
と
し
て
利
用

し
た
ら
と
の
ご
提
案
で
ご
ざ
い
ま

す
が
、
地
元
区
民
の
皆
様
の
ご
意

見
を
ま
と
め
、
一
日
も
早
く
区
の

意
向
を
お
伝
え
頂
き
ま
し
て
協
議

し
、
方
向
付
け
を
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

町
長

問

馬流公民館

問

篠
原
議
員

総
務
課
長

総
務
課
長
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６
月
定
例
会
一
般
質
問
で
住

宅
へ
の
太
陽
光
設
備
蓄
電
池
の
設

置
費
用
助
成
に
つ
い
て
町
長
は
、

前
向
に
検
討
す
る
と
い
う
答
弁
で

し
た
が
来
年
度
予
算
化
を
。

　
　
　
　
　

住
宅
へ
の
太
陽
光
パ

ネ
ル
蓄
電
池
の
補
助
に
つ
い
て
は

長
期
振
興
計
画
に
計
上
し
幾
ら
補

助
す
る
か
制
度
設
計
の
最
中
で
す
。

　　
　

コ
ロ
ナ
禍
で
地
方
回
帰
の
関

心
が
高
ま
る
な
か
で
、
都
会
の
人

々
の
田
舎
暮
ら
し
の
ニ
ー
ズ
が
強

い
中
古
住
宅
、
空
き
家
の
確
保
が

大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
ふ
る
さ
と
回
帰
支
援
セ
ン
タ
ー

と
の
取
り
組
み
状
況
は
ど
う
な
の

か
。

　
　
　
　
　

ふ
る
さ
と
回
帰
支
援

セ
ン
タ
ー
は
、
全
国
の
自
治
体
と

連
携
し
て
移
住
の
相
談
を
無
料
で

行
い
、
移
住
セ
ミ
ナ
ー
ふ
る
さ
と

回
帰
フ
ェ
ア
を
行
い
、
地
方
へ
移

住
を
希
望
す
る
人
を
支
援
し
て
お

り
ま
す
。
当
町
と
し
て
も
セ
ン
タ

ー
開
催
の
移
住
フ
ェ
ア
や
県
、
こ

の
地
域
の
町
村
と
連
携
し
て
合
同

相
談
会
に
参
加
し
て
お
り
ま
す
。

　
　

空
き
家
対
策
補
助
事
業
の
補

助
金
の
更
な
る
拡
充
を
、
現
在
の

補
助
は
解
体
費
上
限
50
万
円
、
片

付
け
・
清
掃
費
20
万
円
で
す
が
、

空
き
家
改
修
費
に
100
万
円
程
度
の

補
助
金
を
交
付
し
た
ら
ど
う
か
。

　
　
　
　
　

使
え
る
空
き
家
を
活

用
す
る
方
法
で
補
助
金
を
交
付
す

る
制
度
を
構
築
し
、
補
助
金
で
構

築
し
た
空
き
家
を
宅
建
業
界
と
協

力
し
て
所
有
者
・
使
用
者
の
中
で

相
談
し
て
家
賃
を
決
め
て
有
効
活

用
し
て
も
ら
い
た
い
と
感
じ
て
い

ま
す
。

　
　

平
成
26
年
に
制
度
化
さ
れ
た

空
き
家
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特

措
法
が
制
定
さ
れ
、
特
定
空
き
家

の
行
政
代
執
行
が
可
能
に
な
っ
た

訳
で
す
が
、
本
間
の
特
定
空
き
家

を
含
め
て
町
長
の
考
え
を
。

　
　
　

特
定
空
き
家
の
行
政
代
執

行
に
つ
き
ま
し
て
は
助
言
・
指
導

・
勧
告
・
命
令
と
い
う
手
続
を
経

て
最
終
的
に
や
む
を
得
な
い
場
合

に
お
い
て
執
行
さ
れ
る
。
行
政
代

執
行
を
行
っ
た
場
合
個
人
の
財
産

ま
で
差
押
え
可
能
と
な
る
強
い
手

法
で
適
用
は
極
め
て
厳
格
に
判
断

す
べ
き
で
す
。
費
用
回
収
見
込
み

が
立
た
な
い
こ
と
が
多
く
、
回
収

の
見
込
み
が
な
い
条
件
に
税
金
を

投
入
し
て
代
執
行
す
る
こ
と
は
、

町
民
の
皆
様
が
賛
同
す
る
と
は
限

ら
ず
、
後
に
問
題
と
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
し
て
、
町
民
・
議
会
の
皆

様
の
ご
理
解
を
頂
き
な
が
ら
進
め

て
い
か
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

問

答

特定空き家の行政代執行適用に町長の考えは

町長　適用は極めて厳格に判断すべきと考えます

篠原　哲雄議員

問

町
長

問 ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
推
進
に
つ
い
て

総
務
課
長

総
務
課
長

問問

空
き
家
有
効
活
用
に
つ
い
て

特
定
空
き
家

行
政
代
執
行
に
つ
い
て

総
務
課
長
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南
牧
村
は
始
め
る
よ

う
で
す
。
川
上
村
・
北
相
木
村
は

検
討
中
と
い
う
情
報
で
す
。
２
回

接
種
法
が
予
防
効
果
に
優
れ
ま
す

の
で
、
近
隣
町
村
と
情
報
交
換
し

検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

高
い
問
題
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　

ワ
ク
チ
ン
は
２
種
類

あ
り
、
６
千
６
百
円
と
２
万
２
千

円
の
ワ
ク
チ
ン
が
あ
り
ま
す
。
参

考
に
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
は
65
歳

以
上
の
町
民
が
対
象
で
１
回
の
補

助
で
、
補
助
額
は
４
千
円
で
す
。

町
の
ワ
ク
チ
ン
の
考
え
方
で
す
が
、

任
意
接
種
は
原
則
自
己
負
担
で
す
。

国
の
方
で
も
定
期
接
種
化
の
検
討

が
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
定
期
接
種

化
の
動
向
を
見
な
が
ら
、
ま
た
近

隣
の
動
向
も
踏
ま
え
て
検
討
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

多
く
の
自
治
体
が
助
成
制
度

を
設
け
て
い
ま
す
。
南
牧
村
も
助

成
制
度
を
開
始
す
る
よ
う
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
が
収
ま
ら
な
い
限
り
、

帯
状
疱
疹
も
増
加
し
て
い
く
と
思

わ
れ
る
の
で
、
小
海
町
に
お
い
て

も
助
成
制
度
を
設
け
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
が
、
如
何
で
し

ょ
う
か
。
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の

助
成
制
度
を
参
考
に
し
て
、
助
成

の
仕
組
み
を
作
っ
て
い
け
ば
よ
い

と
思
い
ま
す
が
、
如
何
で
し
ょ
う

か
。

染
状
況
が
分
か
れ
ば
教
え
て
く
だ

さ
い
。

　
　
　
　
　

法
令
に
よ
り
届
出
義

務
の
疾
患
で
は
な
い
た
め
保
健
所

で
は
統
計
的
に
数
値
を
把
握
し
て

い
ま
せ
ん
。
小
海
分
院
で
は
、
直

近
３
年
間
で
209
人
の
受
診
者
が
あ

り
ま
す
。

　
　

50
才
以
上
は
発
症
リ
ス
ク
が

高
く
な
る
傾
向
に
あ
る
の
で
、
ワ

ク
チ
ン
接
種
は
帯
状
疱
疹
を
発
症

し
な
い
た
め
の
選
択
肢
の
一
つ
に

な
り
ま
す
が
、
帯
状
疱
疹
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
が
広
く
普
及
し
な
い
点

と
し
て
任
意
接
種
で
あ
り
費
用
が

町
民
課
長

町
民
課
長

町
民
課
長

問

問

答

帯状疱疹予防にワクチン接種対策を

町民課長　近隣町村と情報交換し検討していきます

鷹野　文則議員

　
　

帯
状
疱
疹
に
つ
い
て
お
尋
ね

し
ま
す
。
帯
状
疱
疹
は
、
水
ぼ
う

そ
う
と
同
じ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
起

こ
る
皮
膚
の
病
気
で
、
治
癒
後
も

痛
み
が
続
く
合
併
症
を
起
こ
す
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
多
く
の
人
が
子

供
の
時
に
感
染
し
た
ウ
イ
ル
ス
が

潜
伏
し
て
お
り
過
労
や
ス
ト
レ
ス

な
ど
で
免
疫
力
が
低
下
す
る
と
、

ウ
イ
ル
ス
が
再
び
活
性
化
し
、
帯

状
疱
疹
を
発
症
し
ま
す
。
80
歳
ま

で
に
成
人
の
３
人
に
１
人
が
帯
状

疱
疹
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
帯
状
疱
疹
が
、
こ
こ
数
年
急

激
に
増
加
し
て
お
り
、
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
る
影
響
が
あ
る
の
で
は
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
帯
状
疱
疹
の
感

問

問



一
　
般
　
質
　
問

小海町議会だより　№162 10

ス
を
運
行
す
る
と
い
う
話
が
あ
り

ま
す
が
、
小
海
高
校
の
存
続
も
危

ぶ
ま
れ
て
い
る
中
、
駅
前
を
中
高

生
と
大
人
と
の
触
れ
合
い
繋
が
る

場
に
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

最
近
テ
レ
ビ
な
ど
を
見
て
い
て
も
、

今
の
中
高
生
の
活
動
と
か
エ
ネ
ル

ギ
ー
は
凄
い
と
思
い
ま
す
。
先
日

も
福
岡
の
起
立
性
調
節
障
害
と
い

う
病
気
の
女
の
子
を
中
心
に
女
子

高
生
28
人
だ
け
で
映

画
を
作
っ
た
と
こ
ろ
、

日
本
だ
け
で
な
く
、

今
ア
メ
リ
カ
で
も
大

人
気
と
い
う
こ
と
で

し
た
。
先
般
、
高
原

美
術
館
で
小
海
高
校

生
の
作
品
を
見
せ
て

も
ら
っ
た
り
、
話
を

聞
き
ま
し
た
が
、
い

ろ
い
ろ
考
え
て
い
て
、

感
性
も
凄
い
な
と
感

心
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

教
育
改
革
が
進
ん
で

い
る
今
、
興
味
を
持

っ
て
時
間
を
過
ご
せ

る
場
が
あ
れ
ば
、
必

然
的
に
大
人
も
集
ま

っ
て
繋
が
り
が
広
が

る
と
思
い
ま
す
。
中

町
長

　
　
　
　
　

駅
前
の
活
性
化
に
つ

い
て
今
ま
で
の
経
過
、
歴
史
を
知

っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
昭
和

53
年
か
ら
県
道
拡
幅
計
画
に
併
せ

て
商
店
街
再
生
事
業
と
し
て
始
ま

り
ま
し
た
。
そ
の
後
昭
和
59
年
に

は
町
が
国
鉄
用
地
を
取
得
し
、
Ｓ

Ｓ
Ｃ
方
式
（
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
、
カ
ル
チ

ャ
ー
）
と
し
て
行
政
主
導
で
始
ま

っ
た
事
業
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
後

店
舗
の
入
れ
替
え
な
ど
も
あ
り
現

在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
う
い

う
中
で
提
案
で
す
け
ど
、
今
教
育

が
大
き
く
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

最
近
多
く
の
大
学
が
従
来
の
一
発

勝
負
の
筆
記
試
験
に
対
し
て
、
総

合
型
選
抜
Ａ
Ｏ
入
試
を
導
入
し
て

い
る
こ
の
動
き
は
従
来
の
偏
差
値

教
育
を
根
本
的
に
打
破
す
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
前
山
口
県

宇
部
市
で
小
児
科
医
院
を
開
業
し

て
い
る
女
医
さ
ん
の
話
を
聞
い
た

の
で
す
が
、
彼
女
、
宇
部
市
で
こ

ど
も
食
堂
な
ど
を
や
っ
て
、
300
人

位
集
ま
っ
て
き
て
い
た
り
、
い
ろ

い
ろ
な
地
域
活
動
を
し
て
い
る
の

で
す
が
、
彼
女
が
言
う
に
は
今
の

子
供
は
親
と
先
生
以
外
の
大
人
と

話
を
す
る
機
会
が
少
な
い
が
、
親

と
先
生
以
外
に
親
し
く
話
の
で
き

る
大
人
は
２
人
以
上
は
絶
対
に
必

要
だ
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
今
度

小
海
高
校
と
小
海
駅
へ
の
直
通
バ

高
生
が
豊
か
な
感
性
を
育
め
る
場

に
な
る
よ
う
に
駅
前
を
再
構
築
し

て
頂
き
た
い
。

　
　
　

今
回
の
ア
ル
ル
の
無
償
譲

渡
に
よ
る
町
営
化
と
い
う
形
に
つ

き
ま
し
て
は
、
私
の
選
挙
の
公
約

で
も
あ
り
ま
す
し
、
小
海
の
商
業

の
発
展
に
寄
与
す
る
も
の
と
信
じ

て
お
り
ま
す
。

問

答

誰もが集い子供達の感性が育まれる駅前に

町長　官民一体の計画で総合的に進めていきます

品田　宗久議員

品
田
議
員

小海駅前通り
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問

答

町長個人面談は相談体制と
捉えておられるか
町長　相談のある職員は遠慮なく相談して

渡邊　晃子議員

　
　

コ
ロ
ナ
対
応
や
構
造
改
革
に

よ
る
人
員
削
減
で
全
国
的
に
自
治

体
職
員
の
長
時
間
・
過
密
労
働
が

深
刻
化
し
て
い
る
。
小
海
町
は
。

　
　
　
　
　

大
き
な
災
害
等
で
職

を
問
わ
ず
業
務
量
が
膨
大
に
増
加

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
。
会
計
年

度
任
用
職
員
を
増
や
し
、
対
応
も

す
る
が
き
り
が
な
く
、
今
い
る
職

員
で
力
を
合
わ
せ
、
そ
の
場
を
乗

り
切
る
の
が
現
実
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　

保
健
師
は
今
年
度
、
佐
久
病

院
か
ら
一
人
派
遣
だ
が
、
来
年
度

の
体
制
は
。

　
　
　
　
　

２
回
試
験
を
設
定
し

ま
し
た
が
受
験
者
は
お
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
実
習
生
に
同
行
さ
れ
る

先
生
に
毎
回
お
願
い
し
て
い
る
が

本
当
に
残
念
な
結
果
で
す
。

　
　

職
員
の
育
児
休
業
、
ど
う
な

っ
て
い
る
か
。
男
性
職
員
は
取
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

　
　
　
　
　

特
に
育
児
休
業
に
関

す
る
環
境
の
整
備
は
し
っ
か
り
と

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　

昨
年
度
委
員
会
要
望
で
「
…

職
員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
つ
い

て
、
一
人
一
人
の
心
に
寄
り
添
っ

た
ケ
ア
を
さ
れ
た
い
」
と
し
、
答

弁
で
「
体
制
確
立
を
進
め
て
参
り

ま
す
」
と
あ
っ
た
が
そ
の
後
は
。

　
　
　
　
　

相
談
窓
口
は
副
町
長

が
担
当
で
す
。
相
談
し
づ
ら
い
事

案
等
出
れ
ば
、
心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
の
よ
う
な
役
場
外
の
方
に
お
願

い
す
る
こ
と
も
必
要
と
考
え
ま
す

が
、
そ
う
い
う
事
案
は
発
生
し
て

い
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　

職
場
で
何
も
言
わ
ず

と
も
、
気
を
揉
ま
ず
直
接
相
談
で

き
る
第
三
者
機
関
の
体
制
を
早
期

に
お
願
い
し
た
い
。

　
　
　
　

一
番
大
事
な
の
は
、
抱

え
込
ま
な
い
で
相
談
し
や
す
い
体

制
で
す
。
チ
ー
ム
で
悩
み
を
解
決

し
て
い
く
こ
と
も
や
は
り
大
事
で

す
。

　
　

先
延
ば
し
に
な
っ
て
い
る
保

育
所
の
屋
根
の
改
修
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　

令
和
５
年
度

か
ら
３
ヶ
年
か
け
て
実
施
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　

未
満
児
の
部
屋
が
ず

っ
と
足
り
な
い
ま
ま
。
ぜ
ひ
そ
の

辺
り
も
整
備
し
て
頂
き
た
い
。

　
　

児
童
館
の
予
定
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　

現
在
の
施
設

か
ら
近
い
所
に
新
た
に
土
地
を
取

得
・
建
設
し
て
は
と
い
う
ご
意
見

も
頂
い
て
い
ま
す
。
長
振
の
ロ
ー

リ
ン
グ
の
中
で
お
示
し
さ
せ
て
頂

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

よ
り
多
く
の
保
護
者
、

子
ど
も
た
ち
の
声
が
反
映
さ
れ
る

よ
う
お
願
い
し
た
い
。

問 問総
務
課
長

総
務
課
長

総
務
課
長

総
務
課
長

副
町
長

問

町
職
員
の
体
調
・
処
遇
に
つ
い
て

問問

渡
邊
議
員

渡
邊
議
員

渡
邊
議
員

子
育
て
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

子
育
て
支
援
課
長

問 子
育
て
支
援
課
長
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町
有
化
に
向
け
た
町
長
の
意

思
が
示
さ
れ
て
い
る
の
に
、
事
業

は
進
む
気
配
が
あ
り
ま
せ
ん
。
町

有
化
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
方
向
性

を
示
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　

年
度
末
を
目
途
に
町
有
化

の
契
約
を
進
め
ま
す
。

　　
　

私
個
人
は
今
回
の
ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ

タ
イ
プ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
は
極

め
て
慎
重
、
懐
疑
的
な
立
場
を
取

っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
理
由
は
２

点
あ
り
ま
す
。
１
点
目
は
こ
の
ワ

ク
チ
ン
の
中
長
期
の
安
全
性
が
余

り
に
疑
わ
し
い
こ
と
で
す
。
開
発

さ
れ
て
２
年
足
ら
ず
な
の
で
、
中

長
期
の
デ
ー
タ
が
な
い
の
は
当
然

で
す
。
人
体
に
史
上
初
め
て
使
用

す
る
遺
伝
子
ワ
ク
チ
ン
で
、
10
年
、

20
年
後
、
更
に
そ
の
先
、
接
種
し

た
人
に
ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ
る

の
か
、
あ
る
い
は
な
い
の
か
、
世

界
の
誰
に
も
そ
れ
は
分
ら
な
い
と

い
う
こ
と
で
、
そ
の
よ
う
な
懸
念

を
多
く
の
専
門
家
、
研
究
者
が
指

摘
し
て
い
ま
す
。
２
点
目
は
、
そ

も
そ
も
新
型
コ
ロ
ナ
が
そ
の
よ
う

な
危
険
性
を
秘
め
た
ワ
ク
チ
ン
を

接
種
し
て
ま
で
予
防
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
病
気
な
の
か
と
い
う
こ

と
で
す
。
現
在
の
流
行
は
オ
ミ
ク

ロ
ン
株
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
ウ

イ
ル
ス
の
毒
性
、
重
症
化
率
は
著

し
く
低
く
、
死
亡
す
る
例
は
稀
で

あ
る
と
の
こ
と
で
す
。
か
つ
て
、

そ
う
遠
く
な
い
過
去
、
日
本
で
も

薬
害
エ
イ
ズ
や
サ
リ
ド
マ
イ
ド
に

代
表
さ
れ
る
、
大
き
な
薬
害
事
件

が
数
多
く
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
我

々
大
人
は
、
自
分
の
体
に
何
を
入

れ
る
か
は
各
自
で
判
断
す
れ
ば
よ

い
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
判
断
力

が
未
熟
な
子
ど
も
、
特
に
乳
幼
児

は
判
断
な
ど
で
き
ま
せ
ん
。
新
型

コ
ロ
ナ
が
ど
う
い
う
病
気
で
、
そ

の
予
防
の
た
め
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト

は
何
か
、
正
確
な
情
報
を
得
た
上

で
、
保
護
者
が
自
分
で
判
断
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。
国
が
言
っ
て

い
る
か
ら
、
専
門
家
が
テ
レ
ビ
で

言
っ
て
い
る
か
ら
で
は
な
く
自
分

で
考
え
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
町

は
、
県
、
国
と
協
力
し
て
町
民
が

抱
く
そ
れ
ら
の
疑
問
を
解
消
で
き

る
だ
け
の
情
報
を
把
握
し
、
周
知

に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
が
、
町
長
の
お
考
え
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　

ワ
ク
チ
ン
は
国
の
基
準
で

安
全
で
あ
る
も
の
と
理
解
し
て
い

ま
す
。
町
と
し
て
は
、
接
種
を
す

る
、
し
な
い
は
自
己
判
断
で
あ
る

こ
と
を
ま
ず
は
明
記
し
て
い
ま
す
。

問

答

乳幼児へのワクチン接種に関して

町長　保護者の判断を尊重します

黒澤　敦史議員

ア
ル
ル
の
町
有
化
に
関
し
て

乳
幼
児
へ
の
ワ
ク
チ
ン
に

関
し
て

問問

町
長

町
長



　

小海駅舎・アルル再整備検討特別委員会が
設置されました

中部横断自動車道建設促進佐久地域議員連盟
令和４年度総会が開催されました

令和４年度町村議会広報研修会に参加しました

小海町議会だより　№16213

　町が抱えているJRから来年度に引き継ぐ小海駅の運営や駅舎の再整備、また現

在、町と協議をしているショッピングセンターアルルの問題について、議会とし

ても対応していくため特別委員会を設置しました。委員は６名で、今後この件に

ついて、調査研究行っていきます。

委 員 長　小池　捨吉

副 委 員 長　篠原　哲雄

委　　　　員　黒澤　敦史

　　　　　　　的埜美香子

委　　　　員　品田　宗久

　 　篠原　伸男

オブザーバー　有坂　辰六 議長

　佐久地域の県議、市町村議で構成される中

部横断自動車建設促進佐久地域議員連盟総会

（会長依田明善県議）が令和４年10月18日に

南牧村で４年ぶりに開催され、小海町議会議

員も出席しました。小諸市と静岡市を結ぶ中

部横断自動車の唯一事業化されていない八千

穂高原インター～長坂ジャンクション（仮

称）について、早期事業化を国に求める決議

を行いました。

　令和４年９月21日に開催され

た全国町村議会議長会主催の広

報研修会に議会だより編集委員

の５名が参加しました。議会広

報に関するテーマで専門家の講

義を受けてきました。



１1月　２日　議会運営委員会
　　　　４日　第 17回長野県地方自治政策課題研修会
　　　　８日　定期監査（現地）
　　　１０日　部落完全解放・人権擁護佐久地区大会
　　　１１日　農業振興審議会
　　　　　　　ROUTE日本海 - 太平洋シンポジウム
　　　　　　　県議長会県要望
　　　１３日　東京近郊小海町人会
　　　１４日　定期監査（書面）（～ 15日まで）
　　　１６日　議会運営委員会
　　　１７日　上野小海線主要地方道整備促進期成同
　　　　　　　盟会監査
　　　１８日　第４回町議会臨時会
　　　　　　　全員協議会
　　　　　　　議会運営委員会
　　　２０日　郡議長会研修会（23日まで）
　　　２１日　長期振興計画審議会
　　　２２日　例月出納検査
　　　２４日　県議長会中央要望（25日まで）
　　　２５日　部落解放・人権政策確立要求佐久地区
　　　　　　　市町村要請行動
　　　２７日　人権を考える町民の集い
　　　２８日　高原美術館協議会
　　　２９日　交通政策審議会
　　　　　　　社会福祉協議会理事会

　　　３０日　佐久広域連合議会運営委員会
１２月　１日　第４回町議会定例会招集日
　　　　　　　議会運営委員・各常任委員長合同会議
　　　　２日　県議長会役員会
　　　　６日　第４回町議会定例会一般質問
　　　　８日　現地視察・全員協議会
　　　１３日　第４回町議会定例会民生文教常任委員会
　　　　　　　予算決算常任委員会
　　　　　　　議会運営委員会
　　　　　　　全員協議会
　　　１４日　第４回町議会定例会総務産業常任委員会
　　　　　　　予算決算常任委員会
　　　１５日　例月出納検査
　　　１６日　第４回町議会定例会最終日
　　　　　　　議会だより編集委員会
　　　２６日　第４回佐久広域連合議会定例会
　　　２７日　定期監査講評
　１月１１日　議会だより編集委員会
　　　１６日　例月出納検査
　　　　　　　中学校組合議会運営委員会
　　　１７日　小海駅舎・アルル再整備検討特別委員会
　　　２５日　町村議会広報研修会
　　　３０日　視察研修（四国）（２月１日まで）

　あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
昨
年
は
、
コ
ロ
ナ
の
脅
威
に

怯
え
て
暮
ら
す
生
活
も
早
３
年
経
過

し
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
、

安
倍
元
首
相
銃
撃
死
と
統
一
教
会
問

題
、
物
価
の
高
騰
、
円
安
等
々
話
題

に
事
欠
か
な
い
年
で
、
混
迷
の
年
の

感
が
あ
り
ま
す
。
令
和
５
年
は
、
明

る
い
話
題
の
年
で
あ
っ
て
ほ
し
い
も

の
で
す
。

　十
二
月
定
例
会
で
は
、
Ｊ
Ｒ
土
地

購
入
や
村
上
団
地
舗
装
工
事
を
含
む

一
般
会
計
補
正
予
算
第
６
号
等
17
議

案
を
原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。
一

般
質
問
は
七
人
の
議
員
が
質
問
に
立

ち
ま
し
た
。
ま
た
、
町
が
再
整
備
を

検
討
し
て
い
る
小
海
駅
周
辺
再
整
備

に
つ
い
て
議
会
と
し
て
小
海
駅
舎
・

ア
ル
ル
再
整
備
検
討
特
別
委
員
会
を

設
置
し
ま
し
た
。
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︶
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集
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埜
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香
子
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員
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　哲
雄
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集
委
員
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野
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則

編  
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後  

記

議会日誌　2022.11～2023.１　主な活動

訂正・おわび
　前回の議会だより第161号の14ページ、井出和人議員の一般質問のところでカラ
マツの再造林費用10アール21万円でありましたが、１ヘクタールの誤りでした。

　小海町のホームページの小海町議会
のページでは、議会だよりのほかに会
議録検索や議会音声配信もご覧になれ
ます。ぜひご活用下さい。
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この議会だよりは資源保護と環境保全のため、再生紙と大豆油インキを使用しています。

各
常
任
委
員
会
か
ら
の
要
望

総
務
産
業
常
任
委
員
会
か
ら
の
要
望

●�

定
年
延
長
が
人
事
の
硬
直
化

や
新
陳
代
謝
の
妨
げ
に
な
ら

な
い
よ
う
、
計
画
的
な
職
員

採
用
を
行
わ
れ
た
い
。

〇
町
長

　�

　
定
年
延
長
に
伴
う
定
員
管

理
な
ど
に
つ
い
て
は
、
新
規

採
用
者
の
平
準
化
、
ま
た
計

画
的
採
用
に
よ
り
人
事
の
硬

直
化
を
防
ぎ
、
新
陳
代
謝
を

図
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。


